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 具体的には認知言語学的観点から、Lakoff and Johnson (1980)のメタファー論
を援用し、詩の分析を行い、認知言語学のメタファー論でも文学作品を分析で
きることを示した。そして本論文の主要な論点である、言語学的な観点から文
学作品にアプローチするものとして、久野暲 (1978) 、澤田治美 (1993)、池上
嘉彦 (2006)、Halliday and Hasan (1976) の機能主義的な立場に立った文法論、意












































上げた Kamio and Thomas (1999)などが代表的なものである。Kamio and Thomas
は、これまで機能語として考えられてきた it と that という語について語用論の
立場から論じ、その語の役割や仕組みを明示的に示してくれている。こうした
語用論の知見を援用することで、これまで曖昧であると指摘されてきた作品を
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